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提供区域報告ツール 操作説明書



連絡先

3

制度・操作に関するお問い合わせは、
『ブロードバンドサービスに関するユニバーサルサービス制度における「電気通信回線設備の規模等の報告」に関する報告マニュアル』（以
下、マニュアル）に記載の連絡先までお願いします。
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操作手順概要

【初回起動時】

【２回目以降起動時】
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操作フロー

提供区域入力画面
•提供している第二号基礎的電気通信役務（FTTH、CATV(HFC)、ワイ固
（専用型））の選択
及び提供可能世帯割合の設定

•公設の設定
•提供期間一年以下の設定
•施行日時点での提供可能世帯割合の設定
•施行日時点での公設の設定
•備考欄の記載

CSVファイル出力
CSVファイルをパスワード設定、ZIP化して

総務省に送付

提供区域報告ツール 操作説明書

設定画面
•民間事業者、地方自治体の選択
•登録番号・届出番号の入力
•事業者名の入力

提供区域入力画面
•提供している第二号基礎的電気通信役務（FTTH、
CATV(HFC)、ワイ固（専用型））の選択
及び提供可能世帯割合の設定

•公設の設定
•提供期間一年以下の設定
•施行日時点での提供可能世帯割合の設定
•施行日時点での公設の設定
•備考欄の記載

CSVファイル出力
CSVファイルをパスワード

設定、ZIP化して

総務省に送付



操作手順概要

【取込】

【結合】
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操作フロー

提供区域入力画面
•提供している第二号基礎的電気通信役務（FTTH、
CATV(HFC)、ワイ固（専用型））の選択
及び提供可能世帯割合の設定

•公設の設定
•提供期間一年以下の設定
•施行日時点での提供可能世帯割合の設定
•施行日時点での公設の設定
•備考欄の記載

CSV

ファイル
結合

提供区域入力画面
•提供している第二号基礎的電気通信役務（FTTH、
CATV(HFC)、ワイ固（専用型））の選択及び提供
可能世帯割合の設定

•公設の設定
•提供期間一年以下の設定
•施行日時点での提供可能世帯割合の設定
•施行日時点での公設の設定
•備考欄の記載

CSV

ファイル
出力

CSVファ
イルを

パスワー
ド設定、
ZIP化し
て総務省
に送付

提供区域報告ツール 操作説明書

CSVファイル取込

提供区域入力画面
•提供している第二号基礎的電気通信役務（FTTH、CATV(HFC)、
ワイ固（専用型））の選択
及び提供可能世帯割合の設定

•公設の設定
•提供期間一年以下の設定
•施行日時点での提供可能世帯割合の設定
•施行日時点での公設の設定
•備考欄の記載

CSVファイル出力
CSVファイルを

パスワード設定、ZIP化
して総務省に送付



操作手順概要

【取込、結合】
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操作フロー

CSVファイル

取込

CSVファイル

結合

提供区域入力画面
•提供している第二号基礎的電気通信役務（FTTH、CATV(HFC)、ワイ
固（専用型））の選択
及び提供可能世帯割合の設定

•公設の設定
•提供期間一年以下の設定
•施行日時点での提供可能世帯割合の設定
•施行日時点での公設の設定
•備考欄の記載

CSVファイル

出力

CSVファイを

パスワード設
定、ZIP化し
て総務省に

送付

提供区域報告ツール 操作説明書



①ダブルクリック

１．提供区域報告ツールの起動
１．１ アプリケーションファイルの実行
Zipファイルを展開し、以下のファイルを実行します。
• HokokuTool.exe
【エクスプローラ】
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１．提供区域報告ツールの起動
１．２ 初回起動時の設定
１．２．１ 登録番号・届出番号と事業者名を設定します。

①初回起動時、設定画面が起動します。

※登録番号・届出番号を下記のフォーマットで設定してください。
項番「１．２．２」（10ページ）参照。

②登録番号・届出番号と事業者名を
入力後、OKボタンを押下してください。
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※地方自治体の場合、
「地方自治体」を選択して
ください。

提供区域報告ツール 操作説明書



１．提供区域報告ツールの起動
１．２ 初回起動時の設定
１．２．２ 登録番号・届出番号は下記のフォーマットで設定してください。
※登録番号又は届出番号は、「電気通信事業の登録について（通知）」又は「電気通信事業の届出書について（通知）」に記載さ
れています。また、情報通信統計データベースから確認可能です（非営利を除く）。
情報通信統計データベース https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/tsuushin04.html
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No. 事業者区分 フォーマット 備考
1 登録電気通信事業者 第Y号

X第Y号
例）
・第9号
・関第9999号

X：以下のいずれか1文字（本省管轄の場合は入力しない）
関、陸、海、信、近、中、四、九、東、北、沖

Y：半角数字1～4桁
・余分なスペース、文字、記号がないこと

2 営利届出電気通信事業者 Z-N-W
例）
・A-9-9
・Z-99-99999

Z：以下のいずれか1文字
A～K、Z（半角大文字）

N：半角数字1～2桁
W：半角数字1～5桁
・余分なスペース、文字、記号がないこと
・ハイフン(-)は半角であること

3 非営利届出電気通信事業者 非営利X第Y号
非営利回線X第Y号
例）
・非営利関第9号
・非営利回線陸第9999号

X：以下のいずれか1文字
関、陸、海、信、近、中、四、九、東、北、沖

Y：半角数字1～4桁
・余分なスペース、文字、記号がないこと

提供区域報告ツール 操作説明書



１．提供区域報告ツールの起動
１．３ アプリケーションファイルの実行
提供区域入力画面が表示されます。

提供区域報告ツール 操作説明書

設定した登録番号・届出番号と事業者名が表示されます。

設定から登録番号・届出番号と事業者名の修正を行えます。



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面
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入力した提供区域をCSVファイルで出力します。

都道府県を選択します。

提供区域報告ツール 操作説明書

指定したCSVファイルを読み込み、提供区域にCSVファイルの内容を結合します。

指定したCSVファイルを読み込み、提供区域をCSVファイルの内容で置き換えます。



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面 市区町村でフィルタを行えます。

市区町村、大字・町字、字・丁目、KIGO_Eでソートを行えます。
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市区町村、大字・町字、字・丁目、KIGO_Eを部分一致検索でフィルタします。

提供区域報告ツール 操作説明書



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面

提供区域の第二号基礎的電気通信役務（FTTH、CATV(HFC)、ワイ固(専用型)）の選択・選択解除を
行えます。
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下図は提供区域のFTTHとCATV(HFC)を市区町村単位で選択した状態です。
※ 提供期間にかかわらず選択してください。また、第二号基礎的電気通信役務毎の提供割合を設定してください。第二号基礎的

電気通信役務毎の提供割合が未設定の場合は提供区域が未選択となります。
※ 詳細は「７．画面項目の説明」を参照してください。

提供可能世帯割合を設定します。
※市区町村で提供割合を設定した場合は、市区町村配下全てが同じ提供可能世帯割合になります。

提供区域報告ツール 操作説明書

マウスオーバーで第二号基礎的電気通信役務の提供情報が表示さ
れます。



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面

電気通信回線設備が公設の場合、選択します。
※公設の考え方は、マニュアルをご確認ください。
※詳細は「７．画面項目の説明」を参照してください。
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電気通信回線設備が公設を選択した状態です。

役務提供期間が一年以下を選択した状態です。

役務提供期間が一年以下の場合、選択します。
※詳細は「７．画面項目の説明」を参照してください。

提供区域報告ツール 操作説明書

施行日時点で、電気通信回線設備が公設の場合、選択します。
※公設の考え方は、マニュアルをご確認ください。
※詳細は「７．画面項目の説明」を参照してください。

施行日時点で、選択の第二号基礎的電気通信役務の提供可能世帯割合が
50%以下の場合、選択します。
※詳細は「７．画面項目の説明」を参照してください。

施行日時点で、第二号基礎的電気通信役務の提供可能世帯割合が
50%以下を選択した状態です。

施行日時点で、電気通信回線設備が公設を選択した状態です。



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面

大字・町字以下の単位で提供区域を選択する場合は、
▶を押下して展開表示してください。
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２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面

市区町村以下を展開した状態です。
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大字・町字以下の単位で提供区域を選択できます。

提供区域報告ツール 操作説明書



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面

大字・町字以下の単位で第二号基礎的電気通信役務毎の提供区域を選択した状態です。
※市区町村単位でも同等の動作をします。
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大字・町字以下の単位で第二号基礎的電気通信役務の提供可能世帯割合、公設、一年以
下、施行日時点での第二号基礎的電気通信役務の役務提供可能世帯割合が50%以下、
施行日時点での電気通信回線設備が公設を選択できます。
※市区町村単位でも同等の動作をします。

提供区域報告ツール 操作説明書



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面
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提供区域報告ツール 操作説明書

大字・町字以下の単位で第二号基礎的電気通信役務の提供可能世帯割合、公設、一年以下、施行日時点での第二号基礎的電気通
信役務の提供可能世帯割合が50%以下、施行日時点での電気通信回線設備が公設を選択した状態です。
※本図の八重洲全体が図の設定となります。



２．画面の説明
２．１ 画面の説明
提供区域入力画面

字・丁目以下の詳細情報や補足事項がある場合に100文字以内で入力します。
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提供区域報告ツール 操作説明書



３．CSVファイルの出力
３．１ CSVファイル出力の実行
提供区域の入力を完了した後、CSVファイルを出力してください。

①CSV出力を押下します。

20

提供区域報告ツール 操作説明書



３．CSVファイルの出力
３．１ CSVファイル出力の実行
[CSV出力]ボタンを押下すると、保存先選択ダイアログが表示されます。
保存するフォルダを選択して[保存]ボタンを押下してください。
ファイル名は「登録・届出番号_出力年月日(YYmmdd).csv」となります。

保存先選択ダイアログが表示されます。

ファイル名は変更しないでください。
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保存ボタンを押下してください。

提供区域報告ツール 操作説明書

保存するフォルダを選択します。



３．CSVファイルの出力
３．１ CSVファイル出力の実行
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提供区域報告ツール 操作説明書

CSVファイルの出力が終了すると、ダイアログが表示されますので[OK]ボタンを押下してください。

※総務省に出力したCSVファイルを送付する場合は、パスワードを設定したzipファイルで送付してください。
詳細は「５．総務省報告」を参照してください。

[OK]ボタンを押下してください。



４．CSVファイルの取込、結合
４．１ CSVファイルの取込
報告対象事業者で作成した提供区域のCSVファイルを提供区域報告ツールに取り込みます。
※CSVファイルを提供区域報告ツールに取り込む場合は、提供区域報告ツールに入力した提供区域に関する情報は削除されます。提

供区域報告ツールに入力した提供区域に関する情報を保存したい場合は、表示している都道府県を別の都道府県に切り替える、提
供区域報告ツールを閉じて入力情報を保存する、若しくはCSVファイルに出力してください。

※取り込みが可能なCSVファイルのフォーマットは「8．CSVフォーマットの説明」を参照してください。
※「CSV出力」したファイルの取り込みが可能です。
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提供区域報告ツール 操作説明書

取込を押下します。



４．CSVファイルの取込、結合
４．１ CSVファイルの取込
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提供区域報告ツール 操作説明書

[取込]ボタンを押下すると、CSVファイル選択ダイアログが表示されます。
取り込むCSVファイルを選択して[開く]ボタンを押下してください。
※取り込むCSVファイルは複数ファイルの選択はできません。

CSVファイル先選択ダイアログが表示されます。

「開く」ボタンを押下してください。

取り込みを行うCSVファイルがあるフォルダを選択します。

CSVファイルを選択します。



４．CSVファイルの取込、結合
４．１ CSVファイルの取込
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提供区域報告ツール 操作説明書

CSVファイル取り込みの警告メッセージが表示されます。処理を続行する場合、[OK]ボタンを押下してください。
※[キャンセル]ボタン押下でCSVファイルの取り込みを中止します。
CSVファイルの取り込みが終了すると、ダイアログが表示されますので[OK]ボタンを押下してください。

※ CSVファイル取り込み前の状態に戻したい場合は「 ６．３ 取込、結合前データの自動保存」を参照してください。

[OK]ボタンを押下してください。
[OK]ボタンを押下してください。



４．CSVファイルの取込、結合
４．２ CSVファイルの結合
報告対象事業者の担当者内で都道府県単位や市区町村単位に作業を分担する場合、都道府県単位や市区町村単位で出力した
CSVファイルを提供区域報告ツールに取り込み結合することができます。結合した提供区域は [CSV出力]ボタン押下により総務省に送
付する１つのCSVファイルとして提出できます。
※提供区域報告ツールの作業中の状態に結合できます。
※結合時に同じ提供区域が存在する場合は結合条件により結合を行います。詳細は「9.結合条件の説明」を参照してください。
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提供区域報告ツール 操作説明書

結合を押下します。



４．CSVファイルの取込、結合
４．２ CSVファイルの結合
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提供区域報告ツール 操作説明書

[結合]ボタンを押下すると、CSVファイル選択ダイアログが表示されます。
結合するCSVファイルを選択して[開く]ボタンを押下してください。
※結合するCSVファイルの選択は1ファイル毎に行います（複数のCSVファイルの結合は本手順を繰り返してください）。

CSVファイル先選択ダイアログが表示されます。

「開く」ボタンを押下してください。

結合するCSVファイルがあるフォルダを選択します。

CSVファイルを選択します。



４．CSVファイルの取込、結合
４．２ CSVファイルの結合
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提供区域報告ツール 操作説明書

結合の警告メッセージが表示されます。処理を続行する場合、[OK]ボタンを押下してください。
※[キャンセル]ボタン押下で結合を中止します。
結合が終了すると、ダイアログが表示されますので[OK]ボタンを押下してください。

※ 結合前の状態に戻したい場合は「 ６．３ 取込、結合前データの自動保存」を参照してください。

[OK]ボタンを押下してください。 [OK]ボタンを押下してください。



４．CSVファイルの結合
４．２ CSVファイルの結合（提供区域報告ツールを使用せずに手動で行う場合）
報告対象事業者の担当者内で都道府県単位や市区町村単位に作業を分担する場合、下記の手順でCSVファイルを結合してください。
手順１ 下記のファイルをメモ帳等で開く。

・総務省に送付するベースとなるCSVファイル（以降、ファイル①とする）
・ファイル①に結合するCSVファイル（以降、ファイル②とする）

手順２ 下記が一致していることを確認する。
・ファイル①の2行目の「登録・届出番号」および「事業者名」
・ファイル②の2行目の「登録・届出番号」および「事業者名」
※一致していない場合は、以下の対応を行う。
・ファイル②の2行目のカンマ（,）は削除せずに、「登録・届出番号」および「事業者名」を削除する。
（ファイルの3行目以降のように「登録・届出番号」および「事業者名」に文字がない状態にする）

手順３ ファイル②の2行目以降をコピーする。
手順４ ファイル①の末尾に「手順３」でコピーした内容を貼り付ける。
手順５ ファイル①を保存する。ファイル名は「登録・届出番号_出力年月日(YYmmdd).csv」から変更しないでください。
手順６ 結合するCSVファイルが複数ある場合は手順１～手順５を繰り返す。
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提供区域報告ツール 操作説明書



５．総務省報告
５．１ 総務省報告
保存したCSVファイルをZIP化し、電子メールにて総務省に送付してください。送付先は、マニュアルの報告先を確認してください。
ZIPファイルのファイルサイズが10MBを超える場合は、総務省担当者に連絡し提出方法について指示を受けてください。

①パスワードを設定の上、ZIPファイル化してください。

30

②総務省に送付してください。

総務省

提供区域報告ツール 操作説明書



６．入力データの管理
６．１ 入力データの自動保存
提供区域入力画面で入力した情報は、自動的に保存します。

都道府県を切り替えた際に自動的に保存します。

31

「CSV出力」押下時に自動的に保存します。 アプリケーション終了時に自動的に保存します。

提供区域報告ツール 操作説明書



６．入力データの管理
６．１ 入力データの自動保存
自動保存されたデータは、アプリケーションと同じフォルダに保存されます。
バックアップが必要な場合は、次のファイルをコピーしてください。

【エクスプローラ】

自動保存されたデータ

バックアップを作成した例

32

提供区域報告ツール 操作説明書



６．２ 前年度データの参照
アプリケーションが含まれるフォルダを前年度データ参照用として丸ごとコピーしてください。
コピーしたフォルダのツールを実行することで、複数のツールを起動することができます。

ツールをフォルダごとコピーして
「HokokuTool.exe」を起動してください。
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６．入力データの管理
提供区域報告ツール 操作説明書



６．入力データの管理
６．３ 取込、結合前データの自動保存
取込、結合直前に提供区域のデータを自動保存します。保存されたデータは、アプリケーションと同じフォルダに保存されます。
取込、結合直前の状態に戻したい場合は提供区域報告ツールを終了し、自動保存データ（backdata.sqlite3. 
yyyyMMddHHmmss）をbackdata.sqlite3 にコピーする若しくはリネームしてから提供区域報告ツールを起動してください。
※取込、結合直前に自動保存されるデータは提供区域報告ツールでは自動で削除しません。ファイル容量が増加するため不要な場合、事

業者様の責任において削除をお願いいたします。

【エクスプローラ】

取込、結合する直前の自動保存されたデータ。
保存ファイルの形式は「backdata.sqlite3. yyyyMMddHHmmss」
yyyy：西暦4桁
MM ：月2桁
dd ：日2桁
HH ：時（24時間） 2桁
mm ：分2桁
ss ：秒2桁
自動保存した年月日時分秒を表す。

34

提供区域報告ツール 操作説明書

補足）

※ backdata.sqlite3. yyyyMMddHHmmss を backdata.sqlite3 へコピーする。
backdata.sqlite3 をリネーム若しくは削除を行い、 backdata.sqlite3. yyyyMMddHHmmss をコピーしたファイル名を
backdata.sqlite3 にリネームする。

※ backdata.sqlite3. yyyyMMddHHmmss を backdata.sqlite3 へリネームする。
backdata.sqlite3 をリネーム若しくは削除を行い、 backdata.sqlite3. yyyyMMddHHmmss をbackdata.sqlite3 に
リネームする。



７．画面項目の説明
７．１ 画面項目の説明
画面項目の定義は下記の通りとします。
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No. 画面項目名 定義

1 提供している第二号基礎的
電気通信役務

当該区域において、提供している第二号基礎的電気通信役務の種別のこと。

２ 提供可能世帯割合 電気通信事業法施行規則第14条の５第１項第１号に規定する電気通信回線設備の規模のこと。詳細
は、マニュアルを確認してください。

３ 公設 電気通信事業法施行規則第14条の５第１項第３号に規定する端末系伝送路設備の所有者が地方公
共団体であること。詳細は、マニュアルを確認してください。

４ 一年以下 電気通信事業法施行規則第14条の５第１項第２号に規定する第二号基礎的電気通信役務の提供期
間が、年度末時点で一年以下であること。詳細は、マニュアルを確認してください。

５ 施行日時点での提供50%
以下

施行日時点（2023年6月16日）で電気通信事業法施行規則第14条の５第１項第１号に規定する
電気通信回線設備の規模が50%以下であったこと。

６ 施行日時点での公設 施行日時点（2023年6月16日）で電気通信事業法施行規則第14条の５第１項第３号に規定する
端末系伝送路設備の所有者が地方公共団体であったこと。

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【ヘッダ】
以下の項目名の並びでカンマ区切りの先頭行に存在します。
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No. 項目名 説明

1 KEYCODE 提供区域の地域のKEYCODE。

２ KIGOE 提供区域の地域のKIGO_E（特殊記号E）、町丁・字等重複フラグ。

３ FTTH_TEIKYO_FL FTTHの提供可能世帯割合を区別するフラグ。

４ FTTH_KOSETSU_FL FTTHの公設を区別するフラグ。

５ FTTH_ICHINEN_FL FTTHの役務提供期間が一年以下を区別するフラグ。

６ FTTH_SIKOU_TEIKYO_
FL

施行日(2023年6月16日)時点でFTTHの提供可能世帯割合を区別するフラグ。

7 FTTH_SIKOU_KOSETS
U_FL

施行日(2023年6月16日)時点でFTTHの提供に係る公設を区別するフラグ。

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【ヘッダ】
以下の項目名の並びでカンマ区切りの先頭行に存在します。
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No. 項目名 定義

8 CATV_TEIKYO_FL CATV(HFC方式) の提供可能世帯割合を区別するフラグ。

9 CATV_KOSETSU_FL CATV(HFC方式) の公設を区別するフラグ。

10 CATV_ICHINEN_FL CATV(HFC方式) の役務提供期間が一年以下を区別するフラグ。

11 CATV_SIKOU_TEIKYO_
FL

施行日(2023年6月16日)時点でCATV(HFC方式) の提供可能世帯割合を区別するフラグ。

12 CATV_SIKOU_KOSETS
U_FL

施行日(2023年6月16日)時点でCATV(HFC方式) の提供に係る公設を区別するフラグ。

13 WIKO_TEIKYO_FL ワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の提供可能世帯割合を区別するフラグ。

14 WIKO_KOSETSU_FL ワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の公設を区別するフラグ。

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【ヘッダ】
以下の項目名の並びでカンマ区切りの先頭行に存在します。
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No. 項目名 定義

15 WIKO_ICHINEN_FL ワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の役務提供期間が一年以下を区別するフラグ。

16 WIKO_SIKOU_TEIKYO_
FL

施行日(2023年6月16日)時点でワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の提供可能世帯割合を区別
するフラグ。

17 WIKO_SIKOU_KOSETS
U_FL

施行日(2023年6月16日)時点でワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の提供に係る公設を区別する
フラグ。

18 OTHER その他の情報。

19 TOROKU_TODOKEDE_
NO

登録届出番号。電気通信事業者の登録番号又は届出番号。

20 JIGYOSHA_NAME 事業者名。電気通信事業者の名称。

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【データ】
2行目以降、カンマ区切りで値を持ちます。
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No. 項目名 定義

1 KEYCODE 提供区域の地域のKEYCODE。
KEYCODEは2020年国勢調査世界測地系緯度経度GMLで定義。半角数字。
• 9桁：字・丁目名を含まない地域
• 11桁：字・丁目名まで含む地域

２ KIGOE 提供区域の地域のKIGO_E（特殊記号E）、町丁・字等重複フラグ。
KEYCODEは2020年国勢調査世界測地系緯度経度GMLで定義。半角英（E）数字。

３ FTTH_TEIKYO_FL FTTHの提供可能世帯割合を区別するフラグ。半角数字。
0：未提供
1：0～10%以下
2：10%超～50%以下
3：50%超（提供）

４ FTTH_KOSETSU_FL FTTHの公設を区別するフラグ。半角数字。
0：民設
1：民間事業者が公設設備を「設置」（公設民営）
2：地方自治体が公設設備を「設置」（公設公営）

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【データ】
2行目以降、カンマ区切りで値を持ちます。
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No. 項目名 定義

５ FTTH_ICHINEN_FL FTTHの役務提供期間が一年以下を区別するフラグ。半角数字。
0：1年以下
1：1年超

６ FTTH_SIKOU_TEIKYO_
FL

施行日(2023年6月16日)時点でFTTHの提供可能世帯割合を区別するフラグ。半角数字。
0：提供50%以下
1：50%超（提供）

7 FTTH_SIKOU_KOSETS
U_FL

施行日(2023年6月16日)時点でFTTHの提供に係る公設を区別するフラグ。半角数字。
0：民設
1：民間事業者が公設設備を「設置」（公設民営）
2：地方自治体が公設設備を「設置」（公設公営）

8 CATV_TEIKYO_FL CATV(HFC方式) の提供可能世帯割合を区別するフラグ。半角数字。
0：未提供
1：0～10%以下
2：10%超～50%以下
3：50%超（提供）

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【データ】
2行目以降、カンマ区切りで値を持ちます。
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No. 項目名 定義

9 CATV_KOSETSU_FL CATV(HFC方式) の公設を区別するフラグ。半角数字。
0：民設
1：民間事業者が公設設備を「設置」（公設民営）
2：地方自治体が公設設備を「設置」（公設公営）

10 CATV_ICHINEN_FL CATV(HFC方式) の役務提供期間が一年以下を区別するフラグ。半角数字。
0：1年以下
1：1年超

11 CATV_SIKOU_TEIKYO_
FL

施行日(2023年6月16日)時点でCATV(HFC方式) の提供可能世帯割合を区別するフラグ。半角数字。
0：提供50%以下
1：50%超（提供）

12 CATV_SIKOU_KOSETS
U_FL

施行日(2023年6月16日)時点でCATV(HFC方式) の提供に係る公設を区別するフラグ。半角数字。
0：民設
1：民間事業者が公設設備を「設置」（公設民営）
2：地方自治体が公設設備を「設置」（公設公営）

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【データ】
2行目以降、カンマ区切りで値を持ちます。
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No. 項目名 定義

13 WIKO_TEIKYO_FL ワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の提供可能世帯割合を区別するフラグ。半角数字。
0：未提供
1：0～10%以下
2：10%超～50%以下
3：50%超（提供）

14 WIKO_KOSETSU_FL ワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の公設を区別するフラグ。半角数字。
0：民設
1：民間事業者が公設設備を「設置」（公設民営）
2：地方自治体が公設設備を「設置」（公設公営）

15 WIKO_ICHINEN_FL ワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の役務提供期間が一年以下を区別するフラグ。半角数字。
0：1年以下
1：1年超

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【データ】
2行目以降、カンマ区切りで値を持ちます。
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No. 項目名 定義

16 WIKO_SIKOU_TEIKYO_
FL

施行日(2023年6月16日)時点でワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の提供可能世帯割合を区別
するフラグ。半角数字。
0：提供50%以下
1：50%超（提供）

17 WIKO_SIKOU_KOSETS
U_FL

施行日(2023年6月16日)時点でワイヤレス固定ブロードバンド（専用型）の提供に係る公設を区別する
フラグ。半角数字。
0：民設
1：民間事業者が公設設備を「設置」（公設民営）
2：地方自治体が公設設備を「設置」（公設公営）

18 OTHER その他の情報。100文字まで。

提供区域報告ツール 操作説明書



８．CSVフォーマットの説明
８．１ CSVフォーマットの説明
CSVフォーマット（カンマ区切り）の定義は下記の通りとし文字コードに「UTF-8」を使用します。
【データ】
2行目以降、カンマ区切りで値を持ちます。
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No. 項目名 定義

19 TOROKU_TODOKEDE_
NO

登録届出番号。電気通信事業者の登録番号又は届出番号。
※データの3行目以降不要。
・X第Y号
・第Y号
・Z-N-W
・非営利X第Y号
・非営利回線X第Y号

X：地方局コード（関、陸、海、信、近、中、四、九、東、北、沖 のいずれか1文字）
Y：登録番号又は届出番号の通し番号（半角数字1～4桁）
Z：地方局コード（A～J、K、Z（半角英字大文字）のいずれか1文字）
N：和暦年度（半角数字1～2桁）
W：登録番号又は届出番号の通し番号（半角数字1～5桁）

20 JIGYOSHA_NAME 事業者名。電気通信事業者の名称。
※データの3行目以降不要。

提供区域報告ツール 操作説明書



９．結合条件の説明
９．１ 結合条件の説明
提供区域CSVファイル内容を本ツールに登録されている提供区域の情報に結合する条件は下記の通りです。
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No. 内容 条件

1 提供している第二号基礎的電気通信役務の種別
の入力が異なる町字

入力されている種別の第二号基礎的電気通信役務を「提供」として表示します。

２ 提供可能世帯割合が異なる町字 提供可能世帯割合の入力情報のうち、より大きい値に統一します。

３ 公設の有無が異なる町字 「公設」であるとして統一します。

４ 一年以下の有無が異なる町字 「一年以下」であるとして統一します。

５ 施行日（令和5年6月16日）時点で提供可能世
帯割合が50%以下の有無が異なる町字

提供可能世帯割合が「50%以下」であるとして統一します。

６ 施行日（令和5年6月16日）時点で公設の有無
が異なる町字

「公設」であるとして統一します。

7 その他の欄の記載が異なる 内容を両方とも保持します。
※ ただし、100文字を超える場合にはその超える部分を切り捨てます。

提供区域報告ツール 操作説明書

※No.２～６までについては、提供している第二号基礎的電気通信役務の種別の入力が同一の時に、結合時の入力情報が異
なる場合の条件となります。



１０．CSVファイルの確認
１０．１ Power Query エディターの起動
１０．１．１ 新しいExcelを開き、 Power Query エディターを開きます。
Power Query エディターの起動方法はExcelのバージョンやリボンの設定により異なります。以下に2通りの起動方法を記載します。
方法①

46

①「データ」タブを押下してください。

②「新しいクエリ」を押下してください。

③「クエリの結合」を選択してください。

④「クエリ エディターの起動」を押下してください。

提供区域報告ツール 操作説明書

提供区域CSVファイルは文字コードに「UTF-8」を採用しています。ExcelでCSVファイルを開く際はPower Queryを使用してください。



１０．CSVファイルの確認
１０．１ Power Query エディターの起動
１０．１．１ 新しいExcelを開き、 Power Query エディターを開きます。
Power Query エディターの起動方法はExcelのバージョンやリボンの設定により異なります。以下に2通りの起動方法を記載します。
方法②
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①「データ」タブを押下してください。

②「データの取得」を押下してください。

③「Power Query エディターの起動」を押下してください。

提供区域報告ツール 操作説明書



１０．CSVファイルの確認
１０．１ Power Query エディターの起動
１０．１．１ 新しいExcelを開き、 Power Query エディターを開きます。
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Power Query エディターが開きます。

提供区域報告ツール 操作説明書



１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。
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①「新しいソース」を押下してください。

②「ファイル」を選択してください。

③「テキスト/CSV」を押下してください。

提供区域報告ツール 操作説明書



１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

50

①ツールで出力したCSVファイルを選択してください。

②「インポート」を押下してください。

「データの取り込み」ダイアログが開きます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

51

プレビューダイアログが開きます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

52

①「元のファイル」を押下し、プルダウンリストを表示してください。

②「UTF-8」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

53

文字化けが改善されます。

①「OK」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

54

読み込み結果が表示されます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

55

①「KEYCODE」を押下し、選択状態にしてください。

②「データ型」を押下してください。

③「テキスト」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

56

①右のダイアログが表示された場合は
「現在のものを置換」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．２ CSVファイルの読み込み
１０．２．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルを読み込みます。

57

KEYCODEの表示が修正されます。
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１０．CSVファイルの確認

１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

58

①「新しいソース」を押下してください。

②「ファイル」を押下してください。

③「テキスト/CSV」を押下してください。

提供区域報告ツール 操作説明書

提供区域CSVファイルの町字を確認したい場合は、CSVファイルと町字データを結合して確認してください。
なお報告内容の訂正は、ツール上で修正した上でCSVファイルを出力し直してください。



１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

59

「データの取り込み」ダイアログが開きます。

②「テキストファイル」を押下してください。

①アプリケーションが含まれるフォルに移動してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

60

①「すべてのファイル」を選択してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

61

①「machiaza.dat.org」を選択してください。

②「インポート」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

62

プレビューダイアログが開きます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

63

①「元のファイル」を押下し、プルダウンリストを表示してください。

②「UTF-8」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

64

文字化けが改善されます。

①「OK」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

65

読み込み結果が表示されます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

66

①「KEYCODE」を押下し、選択状態にしてください。

②「データ型」を押下してください。

③「テキスト」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

67

①右のダイアログが表示された場合は
「現在のものを置換」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

68

KEYCODEの表示が修正されます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

69

①「クエリのマージ」の「▼」を押下してください。

②「新規としてクエリのマージ」を押下してください。

提供区域報告ツール 操作説明書



１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

70

マージダイアログが開きます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

71

①出力したCSVファイルを選択してください。

②「machiaza.dat」を選択してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

72

①「KEYCODE」を押下してください。

③「KEYCODE」を押下してください。

⑥「OK」を押下してください。

⑤結合の種類で「左外部」を選択してください。

提供区域報告ツール 操作説明書

②[Ctrl]キーを押しながら「KIGOE」を押下してください。
※ 「KEYCODE」列と「KIGOE」列が選択されます。

④[Ctrl]キーを押しながら「KIGO_E」を押下してください。
※ 「KEYCODE」列と「KIGO_E」列が選択されます。



１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

73

マージ結果が表示されます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

74

①「machiaza.dat」の隣の矢印ボタンを押下してください。

②「OK」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

75

町字データが表示されます。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

76

①「閉じて読み込む」を押下してください。
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１０．CSVファイルの確認
１０．３ 町字データとの結合
１０．３．１ 提供区域報告ツールで出力したCSVファイルと町字データを結合します。

77

CSVファイルに町字データを結合したデータがExcel形式で表示されます。
以降は用途に合わせて任意の操作を行ってください。
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